海洋文化ジャーナル（仮）　投稿フォーマット
提出前に，この説明部分（「ここから原稿本体です」の前まで）は削除してください
一般社団法人日本海洋文化総合研究所
海洋文化ジャーナル（仮）　投稿フォーマット
※『海と灯台学ジャーナル』と『海ノ民話学ジャーナル』は，『海洋文化ジャーナル（仮）』として統合します．タイトル等は決定次第、お知らせいたします。
 
１．このフォーマットの使い方
① このファイル（JIMCホームページから入手できます）を複製し，ファイル名を「原稿種別_筆頭著者名_標題冒頭.docx」としてください．
② グレーの説明文を読みながら，その下の記入欄を上書きしてください．
③ 執筆が終わったら，グレーの説明文と，この説明ページ（「ここから原稿本体です」より前）をすべて削除してください．
④ 書式（フォント・文字サイズ・行間・余白）は変更しないでください．
紙面は２段組ですが，原稿は１段組のままで結構です．２段組への組版は当研究所（JIMC）が行います．従来の「版下原稿（カメラレディ）」方式による提出は不要です
２．提出物（４点）
	提出物
	形式
	内容
	備考

	① 本文原稿
	Word（.docx）
	このフォーマットに執筆したもの
	必須

	② 本文原稿
	PDF
	①と同一内容を書き出したもの
	必須

	③ 図・表・写真
	TIFF / EPS / AI / PSD / JPEG
	１点ごとに別ファイル．解像度300dpi以上
	必須

	④ 著作権譲渡等同意書
	PDF（署名入り）
	連絡著者が著者を代表して署名
	採択後


図・表・写真は本文の該当位置にも貼り込んでください（レイアウト確認用）．組版には③の元データを使用しますので，①②に貼り込む画像は画面確認用でよく，高解像度である必要はありません（ファイルが重くなるのを避けるため）．


３．分量の目安
投稿要領４．（３）に定める目安です．
	原稿種別
	文字数

	学術論文
	7,000〜13,000字

	研究ノート・研究資料
	4,000〜7,000字



「文字数」の数え方
Word のメニュー［校閲］→［文字カウント］の「文字数（スペースを含めない）」の値です．標題・著者名・所属機関・英文要旨・キーワード・本文・謝辞・注・参考文献を含み，図・表の中の文字は含みません．

目安を大きく超える場合は，投稿前にJIMC事務局へご相談ください．他の掲載論文との関係から調整をお願いすることがあります．
４．執筆の要点
	項目
	守っていただくこと

	用紙・余白
	A4判・上下左右25mm（このファイルに設定済み．変更しないでください）

	文字
	本文10.5ポイント・横書き・１段組（このファイルに設定済み）

	言語
	日本語または英語

	文体
	口語体（である体）．常用漢字・新かなづかいを用いる

	句読点
	全角の「，」「．」に統一（統合にあたり，旧『海ノ民話学ジャーナル』の「、」「。」から変更しました）

	用語
	文部科学省・各学会編「学術用語集」の表記による．固有名詞・慣用術語はこの限りではない

	単位
	国際単位系（SI）．数量はアラビア数字

	英文要旨
	100語以内

	キーワード
	和文・英文とも３〜６語

	見出し番号
	章は「１．」，節は「1.1」，項は「(1)」の順．このファイルの見本のとおり

	図・表・写真
	すべてにキャプションと通し番号を付ける．章ごとに分けず，図１・図２…，表１・表２…，写真１・写真２…と通す．キャプションは図・写真の直下，表の直上に置く

	引用の示し方
	本文中の該当箇所に肩付き番号で 1)，2)，注1)，注2) と示す（著者・年方式は用いない）

	注・参考文献
	脚注にせず，本文の後にまとめて使用順に掲載する．順序は 謝辞 → 注 → 参考文献

	参考文献の言語
	原則として英語で記載する．英語以外の文献は原語と英語を併記する．DOIがあれば記載する

	転載の許諾
	他の著作物からの図・表・写真・文章の転載は，著者の責任で著作権者の許諾を得る

	謝辞
	第１次審査用の原稿には記載しない．採択後の最終原稿に記載する


５．提出前チェックリスト
□　文字数が「３．分量の目安」の範囲内である
□　句読点を「，」「．」に統一した
□　文体を「である体」に統一した
□　英文要旨は100語以内である
□　キーワードは和文・英文とも３〜６語である
□　図・表・写真のすべてにキャプションと通し番号を付けた
□　本文中のすべての引用箇所に肩付き番号 1) 2) 注1) を付けた
□　注・参考文献を本文の後に使用順で掲載した（脚注にしていない）
□　参考文献を英語表記で記載した（英語以外の文献は原語と英語を併記）
□　DOIのある文献にはDOIを記載した
□　他者の図・表・写真・文章を転載する場合，著作権者の許諾を得た
□　図・表・写真の元データ（300dpi以上）を１点ずつ別ファイルで用意した
□　Word版とPDF版の両方を用意した
□　グレーの説明文をすべて削除した
□　この説明ページ（「ここから原稿本体です」より前）を削除した
６．提出先・締切
	提出先
	hello@jimc.or.jp（JIMC学術委員会あて）

	原稿締切
	2026　年　12　月　31　日

	問い合わせ
	hello@jimc.or.jp（JIMC事務局）


投稿原稿は学術委員会の査読を経て，（A）そのまま掲載　（B）修正のうえ掲載　（C）不可　のいずれかに判定されます． 
著者校正は初校までとし，再校以降はJIMCが行います．投稿後の原稿の差し替え・訂正には応じられません．


ここから原稿本体です
以下，グレーの説明文はすべて削除してください．記入欄（下線）は上書きしてください．
【原稿種別】
該当するものを１つ残し，他は削除してください．
学術論文　／　研究ノート　／　研究資料
【和文標題】
内容を具体的に表現したものにしてください．副題を付ける場合は「主題：副題」の順とします．
　
【和文副題】
不要な場合はこの欄ごと削除してください．
　
【英文標題】
和文標題に対応する英文を記載してください．
　
【英文副題】
不要な場合はこの欄ごと削除してください．
　
【和文著者名】
連名の場合は「　」で区切り，所属が異なる場合は右肩に * ** *** を付けてください．（例）海洋太郎*　灯台花子**
　
【英文著者名】
名・姓の順，姓はすべて大文字にしてください．（例）Taro KAIYO*　Hanako TODAI**
　
【所属機関・職位・学位（和文）】
著者全員分を記載してください．（例）＊：○○大学○○学部　教授　博士（文学）
　
【所属機関・職位・学位（英文）】
（例）＊: Faculty of ○○, ○○ University
　
【連絡著者】
査読中の連絡先です．氏名／メールアドレス／電話番号を記載してください．誌面には掲載しません．
氏名：　　　　　　　　　　メール：　　　　　　　　　　電話：
Abstract
英文要旨を100語以内で記載してください．研究の目的・方法・結果・結論が分かるようにまとめます．英語を母国語としない場合は，投稿前に英文校閲を受けることをおすすめします．
　
　
　
（語数：　　　語／100語以内）
Keywords
英文キーワードを３〜６語，カンマ区切りで記載してください．
　
キーワード
和文キーワードを３〜６語，読点区切りで記載してください．
　


１．まえがき
研究の背景，既往研究，本研究の目的と位置づけを述べます．本文はこの段落と同じ書式で執筆してください（游明朝・10.5ポイント）．
引用は，本文中の該当箇所に肩付き番号で示します．（例）……という指摘がある 1)．……との報告もある 2), 3)．補足説明は注として，注1) のように示します．
　
　
２．○○○○
章の見出しは「２．」「３．」…と続けてください．章の直前は１行空けます．
　
2.1　○○○○
節の見出しは「2.1」「2.2」…とします．
　
(1)　○○○○
項の見出しは「(1)」「(2)」…とします．
　

──── 図の入れ方（見本） ────────────────────────────────
［ここに図を貼り込んでください］
図１：○○○○の分布
キャプションは図・写真の直下に置き，ゴシック体にします． 

──── 表の入れ方（見本） ────────────────────────────────
表１：○○○○の一覧
	項目
	○○
	○○

	　
	　
	　

	　
	　
	　


表のキャプションは表の直上に置きます．図・表・写真の番号は章ごとに分けず，通し番号にしてください．

──── 数式の入れ方（見本） ──────────────────────────────
　　　　y = ax + b	(1)
数式には (1)，(2)，(3) と通し番号を付けます．添字は仕上がり時に判読できる大きさにしてください．

３．結語
本研究で明らかになったことを簡潔にまとめます．
　
謝辞
第１次審査用の原稿には記載せず，採択後の最終原稿で記載してください．科学研究費補助金，企業・団体等からの研究費助成，試料提供，便宜供与などを受けた場合は，ここに記載します．
　
注
本文中に注1)，注2)…と示した箇所の補足を，使用順に記載します．脚注にはしないでください．
（記載例）
注1)　Muroran City, “Cape Chikyu Lighthouse.” https://www.city.muroran.lg.jp/administration/?category=78 (accessed January 8, 2026)
注2)　Roth, David (translated by Akiyama, E.): The World’s Most Beautiful Lighthouses (Japanese edition), Harashobo, 2022　ロス, デイヴィッド（秋山絵里奈訳）：世界で最も美しい灯台, 原書房, 2022

注1)　　
注2)　　
参考文献
本文中に 1)，2)…と示した順に記載します．原則として英語で記載し，英語以外の文献は原語と英語を併記してください．DOIがある場合は記載してください．
　論文：著者名：標題, 誌名, Vol., No., 掲載ページ, 発行年　／　単行本：著（編）者名：書名, 発行所名, 発行年
　連名者が多い場合は，和文「ほか○名」／英文「et al.」と省略できます．発行年は西暦で記します．
　未発表論文・簡易印刷の委員会報告・社内報告・私信などは文献として扱わず，必要な場合は注としてください．

（記載例）
《雑誌論文（巻・号・ページあり）》
1)　Fujishima, Mitsuyoshi.: On the Double-Cylinder Structure of Lighthouses, Tōkō, Vol. 65, No. 3-4, pp. 11-20, 2020 (in Japanese)　藤島充良：灯台の二重円筒構造について, 燈光, 第65巻, 第3・4号, pp. 11-20, 2020
《雑誌論文（巻・号のみ）》
2)　Yoshihiro Sakane: Onomichi's Economy and the Onomichi Chamber of Commerce (II), Shudo Syogaku, Vol. 62, No. 2, 2022 (in Japanese)　坂根嘉弘：尾道の経済と尾道商業会議所（Ⅱ）, 修道商学, 第62巻, 第2号, 2022
《単行本》
3)　Akira Satake: Environmental History of the Seto Inland Sea in the Early Modern Period, Yoshikawa Kobunkan, 2012 (in Japanese)　佐竹　昭：近世瀬戸内の環境史, 吉川弘文館, 2012
《編著書の一章》
4)　Teijiro Mori: The Mezurashizuka tumulus, in Yukio Kobayashi ed., Decorated Tumuli, Heibonsha, 1964 (in Japanese)　森貞次郎：珍敷塚古墳, 小林行雄編『装飾古墳』, 平凡社, 1964
《翻訳書》
5)　Mollat du Jourdin, Michel: Europe and the Sea (Japanese edition, translated by Fukazawa, K.), Heibonsha, 1996　ミシェル・モラ・デュ・ジュルダン（深澤克己訳）：ヨーロッパと海, 平凡社, 1996
《調査報告書・団体著者》
6)　Tenri City Board of Education: The Nishitonotsuka and Higashitonotsuka Tumuli, Tenri City Buried Cultural Properties Research Report, Vol. 7, 2000 (in Japanese)　天理市教育委員会：西殿塚古墳・東殿塚古墳, 天理市埋蔵文化財調査報告 第7集, 2000
《学位論文》
7)　Chung, K. L.: A Study of Taiwan's Lighthouses during the Japanese Colonial Period, Master's thesis, Graduate Institute of Architecture and Urban Planning, Chinese Culture University (Taiwan), 2005 (in Chinese)　鍾坤利：日治時期臺灣燈塔之研究, 碩士論文, 中國文化大學建築及都市計畫研究所, 2005
《ウェブ上で公開された資料》
8)　Chuang, S. L. et al.: LIGHTHOME: Living with the Light — Online Documentary Exhibition, Maritime and Port Bureau, MOTC, 2022 (in Chinese)　莊昇霖ほか：LIGHTHOME 以光為家—影像紀錄線上展, 交通部航港局, 2022. https://lighthome.motcmpb.gov.tw/
DOIのある文献は，末尾に「(DOI: https://doi.org/……)」を付してください．

1)　　
2)　　
3)　　
Data Availability Statement
本文で示した研究結果や分析を裏付けるデータの公開・共有について記載できます．任意です．不要な場合はこの見出しごと削除してください．データの公開先として示せるのはDOIに限ります．
　
図・表・写真キャプション一覧
組版用に，図・表・写真のキャプションをこの欄にまとめて転記してください．ファイル名も併記していただけると助かります．
	番号
	キャプション
	ファイル名

	図１
	　
	　

	図２
	　
	　

	表１
	　
	　

	写真１
	　
	　



（この下に２行程度の空白を残してください．原稿受理・採用決定年月日の記載欄としてJIMCが使用します．）
　
　
- 1 -
